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タ
イ
ト
ル

『

ハ

ン

カ

チ

真

打

』 
人
物 
古
今
亭
一
之
介
（
３５

）
噺
家 

 
 

 

真
由
美
（
２５

）
一
之
介
の
妹 

 
 

 

吉
田
（
２５

）
一
之
介
の
落
研
の
後
輩
。
真
由
美
の
彼
氏 

 
 

 

古
今
亭
文
楽
（
６３

）
一
之
介
の
師
匠 

 
 

 

そ
の
他
の
新
真
打 

前
座 

観
客 

 

○
国
立
演
芸
場
・
入
り
口 

 
 

 

『
全
日
本
落
語
協
会
・
新
真
打
襲
名
披
露
公
演
』
の
幟
。 

新
真
打
た
ち
の
顔
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
唯
一
お
ど
け
た
表
情
の

一
之
介
（
３５

）
の
写
真
。 

 

○
同
・
会
場
（
高
座
、
客
席
の
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
） 

（
高
座
） 

文
楽
（
６３

）
と
真
剣
な
表
情
を
し
た
一
之
介
、
そ
の
他
の
新
真
打
。 

文
楽
が
挨
拶
の
口
上
を
述
べ
て
い
る
。 

文
楽
「
弟
子
た
ち
が
一
枚
看
板
に
な
れ
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
贔 

屓
を
お
願
い
し
た
い
と
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
願 

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
…
…
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

（
客
席
） 

真
由
美
（
２５

）
が
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。
吉
田
（
２５

）
は
感
激

し
て
口
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

（
高
座
） 

カ
チ
カ
チ
に
緊
張
し
た
一
之
介
。 

文
楽
「
新
真
打
の
門
出
を
祝
し
ま
し
て
、
そ
し
て
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
を
祈
念 

い
た
し
ま
し
て
三
本
締
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
唱
和
お
願
申
し
上
げ
ま

す
。
イ
ヨ
オ
ー
ッ
！
」 
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噺
家
、
観
客
全
員
で
三
本
締
め
を
す
る
。 

拍
手
喝
采
の
中
、
幕
が
閉
ま
る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

 

悲
壮
な
表
情
の
一
之
介
。
お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
、
額
か
ら
脂
汗
を
流

し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。 

ト
イ
レ
の
前
に
辿
り
つ
い
た
時
、
真
由
美
と
吉
田
が
駆
け
寄
っ
て
く
る
。 

真
由
美
「
お
兄
ち
ゃ
ん
！
」 

吉
田
「
一
之
介
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
輩
は
我
が
落
研
の
誇
り 

っ
す
！
」 

一
之
介
「
あ
、
あ
り
が
と
う
…
…
」 

真
由
美
「
ど
う
し
た
の
？
」 

一
之
介
「
は
、
腹
が
壊
し
た
み
た
い
…
…
」 

 
 

 

一
之
介
は
ト
イ
レ
へ
駆
け
込
む
。 

真
由
美
「
も
う
…
…
」 

吉
田
「
今
日
は
主
任
（
ト
リ
）
だ
か
ら
緊
張
し
て
る
ん
だ
よ
」 

 
 

 

ス
ッ
キ
リ
し
た
表
情
で
一
之
介
が
ト
イ
レ
か
ら
出
て
く
る
。
手
が
濡
れ

て
い
る
。 

一
之
介
「
真
由
美
、
ハ
ン
カ
チ
貸
し
て
く
れ
」 

真
由
美
「
や
だ
、
自
分
の
使
い
な
よ
」 

 
 

 

一
之
介
の
懐
か
ら
朱
色
の
手
拭
が
覗
い
て
い
る
。 

一
之
介
「
こ
れ
で
手
な
ん
か
拭
け
っ
か
よ
。
こ
の
手
拭
は
な
あ
、
死
ん
だ
大
師

匠
の
肩
身
な
ん
だ
よ
。
お
前
の
貸
せ
」 

 
 

 

真
由
美
は
渋
々
バ
ッ
グ
か
ら
赤
い
ハ
ン
カ
チ
を
出
し
て
一
之
介
に
渡 

す
。 

吉
田
「
そ
の
大
師
匠
っ
て
、
昭
和
の
名
人
と
言
わ
れ
た
古
今
亭
円
生
師
匠
っ
す

よ
ね
！ 

拝
見
し
て
も
良
い
っ
す
か
！
」 

一
之
介
「
い
い
ぞ
」 

 
 

 

一
之
介
は
機
嫌
よ
く
手
拭
を
吉
田
に
渡
す
。
吉
田
は
目
を
輝
か
せ
て
手

拭
を
手
で
撫
で
た
り
、
臭
い
を
嗅
い
だ
り
す
る
。 
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一
之
介

「
『

お
前
は
見
込
み
が
あ
る
』
っ
て
ん
で
く
れ
た
ん
だ
。
今
日
の
俺
の

こ
の
姿
、
見
せ
て
や
り
た
か
っ
た
な
…
…
」 

 
 

 
一
之
介
が
ハ
ン
カ
チ
で
涙
を
拭
う
。 

真
由
美
と
吉
田
も
目
頭
を
熱
く
す
る
。 

吉
田
「
う
う
っ
…
…
」 

感
極
ま
っ
た
吉
田
が
手
拭
で
涙
を
拭
う
。 

一
之
介
「
よ
し
！ 

大
師
匠
の
十
八
番
だ
っ
た
『
麻
暖
簾
』
や
る
ぞ
！
」 

吉
田
「
お
お
っ
！
」 

真
由
美

「
『

麻
暖
簾
』
？
」 

吉
田
「
盲
目
の
按
摩
さ
ん
の
ネ
タ
だ
よ
」 

 
 

 

前
座
が
や
っ
て
く
る
。 

前
座
「
一
之
介
さ
ん
、
そ
ろ
そ
ろ
出
番
で
す
よ
」 

真
由
美
「
頑
張
っ
て
ね
！
」 

一
之
介
「
お
う
！
」 

 
 

 

一
之
介
は
笑
顔
で
手
を
振
り
な
が
ら
楽
屋
へ
入
っ
て
い
く
。 

 

○
同
・
会
場
（
高
座
、
客
席
、
高
座
の
袖
の
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
） 

 
 

 

（
客
席
） 

真
由
美
と
吉
田
が
席
に
座
る
。 

吉
田

「
『

麻
暖
簾
』
楽
し
み
だ
」 

 
 

 

吉
田
は
手
拭
を
握
り
締
め
て
い
る
。 

 
 

 

真
由
美
は
手
拭
を
見
て
ハ
ッ
と
す
る
。 

真
由
美
「
ね
え
、
そ
れ
…
…
」 

 
 

 

吉
田
は
手
拭
を
見
て
驚
く
。 

吉
田
「
あ
ー
っ
！ 

先
輩
に
返
す
の
忘
れ
た
！
」 

真
由
美
「
て
い
う
こ
と
は
…
…
」 

 
 

 

顔
を
見
合
わ
せ
る
真
由
美
と
吉
田
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
高
座
） 

出
囃
子
が
鳴
る
。
盛
大
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
一
之
介
が
登
場
。 
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一
之
介
は
座
布
団
に
正
座
す
る
。
ハ
ン
カ
チ
と
扇
子
を
脇
に
置
き
、
観

客
に
向
か
っ
て
深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
。 

 
 

 
一
之
介
は
正
面
を
向
い
て 

一
之
介
「
え
ー
、
昔
は
按
摩
と
い
う
仕
事
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
で
い
う
と
こ

ろ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、
江
戸
の
あ
る
長
屋
に
杢
一 

（
も
く
い
ち
）
さ
ん
と
い
う
目
の
見
え
な
い
按
摩
さ
ん
が
い
ま
し
て

ね
、
そ
の
人
は
た
い
そ
う
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
だ
っ
た
そ
う
で
…
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
客
席
） 

張
り
詰
め
た
表
情
の
真
由
美
と
吉
田
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

一
之
介
が
上
手
に
き
る
。 

一
之
介
「
杢
一
さ
ん
、
目
が
不
自
由
だ
と
何
事
も
不
便
だ
ろ
う
」 

 
 

 

一
之
介
は
目
を
閉
じ
、
下
手
に
き
る
。 

一
之
介
「
い
い
え
、
あ
た
し
か
ら
す
る
と
目
開
き
ほ
ど
そ
そ
っ
か
し
い
者
は
い

ま
せ
ん
よ
。
車
に
轢
か
れ
る
の
は
大
方
が
目
開
き
で
す
よ
」 

 
 

 

観
客
の
笑
い
声
。
得
意
そ
う
な
一
之
介
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
客
席
） 

他
の
観
客
は
笑
っ
て
い
る
が
、
真
由
美
と
吉
田
だ
け
笑
っ
て
い 

な
い
。 

真
由
美
「
そ
そ
っ
か
し
い
の
は
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
よ
…
…
」 

吉
田
「
あ
あ
、
俺
の
せ
い
だ
…
…
」 

 
 

 

吉
田
が
頭
を
抱
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

（
高
座
の
袖
） 

文
楽
が
高
座
を
覗
い
て
い
る
。 

文
楽
「
あ
の
野
郎
、
腕
あ
げ
た
な
あ
」 

 
 

 

感
心
し
て
い
る
文
楽
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×
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（
高
座
） 

目
を
閉
じ
て
下
手
に
き
っ
た
ま
ま
の
一
之
介
。
一
之
介
の
手
が
ハ
ン
カ

チ
に
伸
び
る
。 

一
之
介
「
こ
の
前
、
着
物
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
ら
店
の
者
が
あ
た
し
に
似
合

う
色
や
柄
を
選
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
そ
ん
で
あ
た
し
ゃ
…
…
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
客
席
） 

真
由
美
と
吉
田
が
息
を
飲
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
高
座
） 

一
之
介
は
ハ
ン
カ
チ
の
両
手
で
開
き
、
客
席
へ
向
か
っ
て
パ
ッ
と
広
げ

る
。 

 
 

 

可
愛
ら
し
い
ク
マ
さ
ん
が
大
き
く
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
柄
。 

一
之
介
「
う
ん
、
な
か
な
か
良
い
柄
で
す
な
っ
て
言
っ
て
や
っ
た
ん
で
す
よ
」 

 
 

 

観
客
の
爆
笑
。
得
意
そ
う
な
一
之
介
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
高
座
の
袖
） 

目
が
点
に
な
る
文
楽
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
高
座
） 

得
意
そ
う
な
一
之
介
。
客
席
か
ら
「
そ
れ
ハ
ン
カ
チ
じ
ゃ
ね
え
か

よ
」
「
ク
マ
ち
ゃ
ん
可
愛
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。 

一
之
介
「
え
？
」 

 
 

 

一
之
介
は
目
を
開
け
、
ハ
ン
カ
チ
を
凝
視
す
る
。 

一
之
介
「
こ
、
こ
れ
は
！
」 

 
 

 
 

客
席
か
ら
「
目
が
見
え
ち
ゃ
ダ
メ
だ
ろ
」
と
い
う
ツ
ッ
コ
ミ
。
観
客

の
大
爆
笑
。 

一
之
介
は
客
席
に
目
を
や
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

 

（
客
席
） 
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手
を
合
わ
せ
て
謝
る
吉
田
。 

 
 

 
 

悲
し
そ
う
な
表
情
の
真
由
美
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
（
高
座
） 

一
之
介
は
真
由
美
に
微
笑
む
。 

 
 

 
 

一
之
介
は
客
席
に
向
か
っ
て
照
れ
く
さ
そ
う
に 

一
之
介
「
今
日
は
妹
が
観
に
き
て
く
れ
て
ま
し
て
ね
、
さ
っ
き
便
所
に
行
っ
て
、

妹
に
ハ
ン
カ
チ
を
借
り
た
時
に
手
拭
と
間
違
っ
て
持
っ
て
き
ち
ま
っ

た
よ
う
で
す
ね
」 

一
之
介
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
頭
を
掻
く
。 

一
之
介
「
こ
れ
は
、
十
年
前
、
妹
の
誕
生
日
に
買
っ
て
あ
げ
た
も
の
な
ん
で
す

よ
。
あ
の
頃
は
二
ツ
目
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
本
当
に
金
が
な
く
て

…
…
ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
し
か
買
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね

…
…
そ
れ
を
未
だ
に
こ
う
し
て
妹
が
大
事
に
持
っ
て
い
て
く
れ
た
っ

て
の
が
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
…
…
あ
り
が
と
う
、
真
由
美
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

（
客
席
） 

真
由
美
が
嬉
し
泣
き
を
す
る
。
吉
田
が
真
由
美
の
肩
を
抱
き
寄
せ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

 

（
高
座
） 

客
席
か
ら
拍
手
が
起
こ
る
。
照
れ
く
さ
そ
う
な
一
之
介
。 

一
之
介
「
そ
う
そ
う
、
演
芸
場
の
直
ぐ
そ
ば
の
交
差
点
に
あ
る
お
店
で
買
っ
た

ん
で
す
よ
。
ハ
ン
カ
チ
屋
だ
け
に
、
四
つ
角
に
あ
る
…
…
な
ん
つ
っ

て
ね
」 

 
 

 
 

観
客
が
大
爆
笑
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

 

（
高
座
の
袖
） 

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
文
楽
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
客
席
） 
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他
の
観
客
と
共
に
大
爆
笑
す
る
真
由
美
と
吉
田
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

（
高
座
） 

一
之
介
が
ハ
ン
カ
チ
を
広
げ
て
お
ど
け
て
み
せ
る
。 

一
之
介
は
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
る
。 

 

○
新
聞
紙
面 

 
 

 

「
ハ
ン
カ
チ
真
打
」
の
見
出
し
。
高
座
で
ハ
ン
カ
チ
を
広
げ
て
お
ど
け

て
み
せ
る
一
之
介
の
写
真
と
記
事
が
大
き
く
載
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
完
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
〇
九
年
六
月
二
八
日 

 
 

 

石
塚
和
美 


